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３．韓国からの訪日客の動向
今回実施された「訪日海外旅行市場調査」の韓

国に関するアンケート調査概要は表４の通りであ
る。以下、同調査の内容を中心に訪日韓国人旅行
者の動向について簡単にまとめてみた。
�１ 韓国人の海外旅行事情
Ａ 出入国状況
韓国では、１９９８年の経済危機で縮小した海外旅

行客数は、１９９９年以降、毎年１００万人前後の増加を
示し、２００１年には６００万人を超え、２００２年には７１２万
人に達した（表５）。中でも、観光目的のための出
国者数は前年比３０％増を示し、全体の５０％を超え
た。さらに、訪問視察や親族訪問の場合も、観光
目的であるケースが多く、実際の観光客数はもっ
と多いものと推測される。

韓国人が最も多く訪問した国・地域は、中国、
日本、アメリカ、フィリピンの順であるが、概し
て、２００２年の出国者の３人の内２人がアジア地域
に出国（特に中国への出国者数が急増）し、韓国

人は近距離の地域を海外旅行先として好んでいる
ようである。

また、この５年間、女性と２０歳以下の青少年お
よび幼少年出国者の割合が増加しており、今後、
女性が子供連れで、近くの国を訪れるケースが増
えてくるものと思われる。
Ｂ 海外旅行先を選択する条件
本アンケート調査の中で、海外旅行先を選択す

るに際し、重視する要因を１７項目に区分し、回答
してもらっている。重視度の高かった項目は、�
価格に比べて内客が充実している、�観光旅行先
の安全性、�是非一度行ってみたい、�新しい経
験が出来る、�観光魅力がある、�宿泊施設が良
い、�親切である、�観光日程�� などがあげら
れている。
Ｃ 海外旅行情報の入手方法
海外旅行情報の入手経路については、�旅行会

社、�友人等の旅行体験談、�インターネット、
�ガイドブック、�新聞・ＴＶ・雑誌�� などの
順である。特に、中高年齢層は旅行会社、若年層
はインターネットを多く活用している。
�２ 訪日客の動き
Ａ 訪日客数の推移
韓国が外国旅行を完全自由化した１９８９年には、

訪日韓国人数は６１万人と前年に比べて倍増した。
以降、円高等の影響から低迷した時期もあったが、
１９９７年には１００万人台の大台を超えた。しかし、’９８
年には、韓国経済危機の影響から７２万人へと激減
した。その後、経済の回復に伴い、２０００年には再
度１００万人台を超え、２００１年１１３万人、２００２年には１２７
万人と過去最高を記録した（表６）。
２００２年の増加要因は、�堅調な韓国経済、�日

本への関心の高まり、�対韓プロモーションの強
化、�Ｗ杯開催を機に韓国通貨ウォンの国内両替
が可能、�短期滞在数次ビザの滞在期間の延長（１５
日→９０日）などの規制緩和�� などがあげられる。

訪日旅行の目的は、観光が４６．５％と最も多く、
次いで業務が２５．９％、訪問視察が１６．０％、会議参加
が１．４％となっている。韓国側の出国統計によれば、

訪日外国人旅行者の動き（後編）
�中国・韓国・ロシアからの観光流動を中心に�
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表４ 「訪日海外旅行市場調査」のアンケート調査概要

注：アンケート回答者内訳
日本旅行経験者 １，０１６


��
��

海外旅行経験者 １，０７６（訪日除く）
海外旅行未経験者 １，０４２

表５ 韓国人外国旅行者数の推移
（千人、％）

資料：「JNTO国際観光白書」２００３年版 国際観光振興会

地域別
アンケート
回答者合計 うち日本旅行経験者

ソ ウ ル １，５７８ ５１６

仁 川 ２４０ ７９

釜 山 ６２４ １９７

大 邱 ２２０ ６９

光 州 ２３５ ８１

大 田 ２３７ ７４

計 ３，１３４ １，０１６

年 １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２

人 数 ３，０６７ ４，３４２ ５，５０８ ６，０８４ ７，１２３

伸び率 △３２．５ ４１．６ ２６．９ １０．５ １７．１

人 人

－ ６ －－ ６ －
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特定の人による訪日旅行から日本に関わりのない
人による訪日観光旅行へと裾野が広がってきてい
る。

訪問先別では、東京、大阪を中心にした大都市
に集中している（表７）。都道府県別訪問率をみる
と、２０００～２００１年に比べて、�北海道の伸びが著し
い（２９位→１７位）、�茨城県の増加（１９位→１５位）、
�長野県の減少（１６位→２２位）が目立つ程度で大
きな変化は見られない。ちなみに、北陸地域の訪
問率は０．３％と低いが、富山県の伸びが目立つ（４３
位→３７位）。

今回のアンケート調査からは、東京、大阪、九
州、京都、関西の順となっており、東京へは若い
層ほど多く訪問し、温泉地域である九州へは５０歳
代以上の層が多く旅行していることがわかる。
Ｂ 訪日客の特徴的観光行動
ａ 訪日旅行の理由
日本を旅行する理由は、現在と過去の問題に対

する関心があるからだという回答が最も多い。例
えば、現地の都市文化および歴史・文化に関心が
あると回答した人が多く、そのほか、自然の景観

を見ること、温泉、ショッピング、テーマパーク
を楽しむなどが特筆される。
ｂ 宿泊場所と旅行期間
ホテル宿泊が最も多い中、相対的に高所得層は

ホテル、低所得者は知人宅宿泊が多い。旅行期間
は３泊４日以下が４０％、４泊５日以上が６０％を占
めている。
ｃ 日本旅行時の活動内容
“日常生活と関係がある市街地観光”と“日本

料理を味わう”が最も多く、由緒深い地と自然の
景観およびショッピングなども多くみられる。特
に、女性は日本料理を味わうことや、ショッピン
グに対する関心が強い。
ｄ 日本で購入する商品
薬品、化粧品、浴室用品、家電製品を多く購入

しているが、文化商品、酒・煙草、食品、アクセ
サリー、時計、眼鏡なども購入目的の商品である。
ｅ 日本旅行時１人当たりの支出
航空・旅客船運賃を含め、日本旅行時の３８％は

５１～１００万ウォン（１００ウォン≒１０円）を支出し、１０１
～１５０万ウォンを支出する旅行者は２３％、１５１万ウォ
ン以上支払う旅行者は３０％を占めている。
Ｃ 日本に対するイメージ
海外旅行経験者の日本に対する肯定的なイメー

ジは、�効率的で、組織化された国、�安全で清
潔な国、�アニメ・漫画文化の国、�人々が勤勉
で親切な国、�近代的で工業化が進んでいる国、
�独特な伝統・文化を有する国、�人々が親切で
好感が持てる国、�生活・教育水準が高い国、	
自然が美しい国、
健康な食事が楽しめる国��
などが指摘されている。反面、否定的なイメージ
として、“物価が高い”と回答した人が旅行者全体
の８割を占めているほか、“混雑と騒音”をあげて
いる。

表６ 目的別訪日韓国人数

資料：表５と同じ

表７ 訪日韓国人の訪問都道府県

資料：訪日外国人旅行者調査（２００１年：国際観光振興会［JNTO］）

総 計 観 光 客 商 用 客 その他客 一時上陸客

１９９８年

人 数（人） ７２４，４４５ ３８０，２７９ ２５０，７１３ ７７，９６７ １５，４８６

構成比（％） １００．０ ５２．５ ３４．６ １０．８ ２．１

伸 率（％） －２８．３ －３５．２ －２１．７ －６．４ －２１．２

１９９９年

人 数（人） ９４２，６７４ ５１６，０５３ ３０４，９８７ ８６，２７８ ３５，３５６

構成比（％） １００．０ ５４．７ ３２．４ ９．２ ３．８

伸 率（％） ３０．１ ３５．７ ２１．６ １０．７ １２８．３

２０００年

人 数（人） １，０６４，３９０ ６０３，６９７ ３３４，０１４ ９３，４２１ ３３，２５８

構成比（％） １００．０ ５６．７ ３１．４ ８．８ ３．１

伸 率（％） １２．９ １７．０ ９．５ ８．３ －５．９

２００１年

人 数（人） １，１３３，９７１ ６５３，３７０ ３３８，４８２ ９９，９１６ ４２，２０３

構成比（％） １００．０ ５７．６ ２９．８ ８．８ ３．７

伸 率（％） ６．５ ８．２ １．３ ７．０ ２６．９

２００２年

人 数（人） １，２７１，８３５ ７５６，９９１ ３５４，６２３ １０７，７４４ ５２，４７７

構成比（％） １００．０ ５９．５ ２７．９ ８．５ ４．１

伸 率（％） １２．２ １５．９ ４．８ ７．８ ２４．３

順位 都道府県 訪問率（％）

１ 東 京 都 ３７．７

２ 大 阪 府 ３６．３

３ 京 都 府 １１．９

４ 神奈川県 １１．８

５ 愛 知 県 １１．１

６ 福 岡 県 ９．６

７ 千 葉 県 ７．９

８ 兵 庫 県 ７．６

９ 大 分 県 ５．４

１０ 奈 良 県 ４．４

－ ７ －－ ７ －
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Ｄ 今後の日本旅行の需要
ａ 日本再旅行の意向
日本旅行の経験がある回答者の４８％は、１年以

内またはいつかは必ず日本を訪問する意向があっ
た。また、日本以外の海外を訪問した経験がある
と回答した人の３０％が、日本を訪問する意向を示
している。海外旅行の未経験者でも日本を訪問す
る意向を強く示した回答者が４１％あった。なお、
旅行したい地域として、北海道、東京、九州、大
阪、沖縄、京都などが上位を占めた。ちなみに、
北陸地域をあげた回答者には５０歳代以上が多かっ
た。
ｂ 日本で一番してみたいこと
日本で一番してみたいことは、温泉と自然観光

であるが、市街地の観光、文化・歴史的な雰囲気
に親しめる地域訪問、日本料理を食するなどの回
答も多かった。
ｃ 日本旅行の同行者
海外旅行経験の有無とは関係なく、家族・親戚

と旅行するという回答が最も多く、次いで友人・
恋人であった。
ｄ 日本旅行に対し懸念される点
日本旅行経験の有無にかかわらず、ほぼ全ての

回答者が“物価が高い”点を最も懸念している。
また、言語が通じない点、日程が短いため、旅行
を楽しむ十分な時間がない点、食事・食べ物が合
わない点、適当な情報が得られない点など�� も
指摘された。
Ｅ 韓国旅行社へのインタビューから
今回の海外市場調査では、韓国旅行社（ソウル、

仁川、釜山、光州）に勤務する海外旅行商品担当
者への個別インタビューを実施した（実施時期－
２００３年３／６～３／１２、対象者は１０４名）。
ａ 日本の観光地としての特性
表８の通り。
ｂ 担当者の日本におけるモデル観光商品
表９の通り。

�３ 日本の大手旅行会社の訪日韓国人旅行者に
対する感想

訪日韓国人旅行者（特に、観光客）の特徴およ
び今後の展望について、日本の大手旅行会社の担
当者は、以下のように述べた。
�コースとしては、“温泉”を折り込むこと、

�日本料理には関心を持っているが、実際には適
宜“韓国料理”（例えば、キムチなど日常食してい
る料理）を組み入れること、�韓国人の観光は、
逐年遠距離化しているが、反面日本を往復するの
みの単純コースも増加し、２極化の動きが見られ
ること、�中国人の観光客と異なる点は、目的意
識が明確であり、訪問地が全国展開しつつあるこ
と、逆に共通している点として、旅行コースの決
定が遅いこと�� などを指摘した。さらに、将来
展望として、２００３年１１月下旬、羽田空港～金浦空
港ラインの開設および韓国における日本大衆文化
の開放などを契機に、若者層を中心に観光流動は
一段と高まるものと予測している。

４．ロシアからの訪日客の動向
�１ ロシア人の海外旅行事情
Ａ 概況
ロシアでも、出国が自由になると、海外へ出か

ける旅行者数は年々増加している。１９９９年には４１５
万人（うち、観光客は１４．９％）、２００１年には１，７９４万
人（同２３．４％）となり、この間４倍強増加したこ
とになる。
２００２年の海外旅行先は図３の通りであるが、ト

ルコ、スペイン、キプロスが多い。年初、イラク
戦争により、欧州のリゾート地（スペイン、イタ
リアなど）への関心が高まり、トルコへの需要が
減少するものと予測されていたが、ユーロ導入に
伴う欧州ツアーの値上がりによって、欧州ツアー
は大幅に減少した。また、チュニジア、クロアチ
アも増加が予想されていたが、ホテル設備の粗悪
など観光インフラの未整備によって伸びなかった。

表８ 韓国旅行社の日本に対するイメージ

資料：「訪日海外旅行市場調査」

表９ 韓国旅行社のモデル観光商品

資料：表５と同じ

地域的な特性 旅行者の特性

飛行時間が短い
温泉旅行が多い
価格が高い
ショッピングやオプションがない
ホテルのレベルが高い
旅行日程が短い
景色がいい
気候の差が少ない
時差がない
安全だ

高い年令層の中産層以上が多い
家族旅行が多い
海外旅行経験のあるUserが多い
文化交流団体の訪問が多い
夫婦同伴や自由旅行、親孝行観光が多い
休養目的が多い
現地に居住した経験のあるUserが多い

地域 期 間 経費 目 的 ターゲット（年令）〃（所得）

東 京 ２泊４日 １００ バックパック旅行 ３０代以下 上

３泊４日 ８０ イベント観光 〃 中上

４泊５日 １１０ 温泉観光 ４０代以上 〃

九 州 ３泊４日 ６０ 〃 〃 〃

４泊５日 ６０ グルメ観光 〃 〃

沖 縄 ３泊４日 ７０ イベント観光 － 中

４泊５日 ６５ 自然観光 ３０代以下 中上

福 岡 ２泊４日 ４０ 温泉観光 〃 〃

３泊４日 ６０ 休養 ４０代以上 〃

大 阪 ６泊７日 １００ 観光 ３０代以下 中

北海道 ３泊４日 ７０ 温泉観光 ４０代以上 〃

仙 台 ４泊５日 ７００ 〃 〃 中上

万W

－ ８ －－ ８ －
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キプロスは、２００３年１０月からビザの導入によって、
今後停滞するものと予測されている。

ロシアでは、海外旅行についてVIPクラス、若者
層によって異なるなど多様化の傾向にある。例え
ば、ギリシア旅行は格安であるが、指定工場の高
額な毛皮を購入することが条件（毛皮ツアーと呼
称）とされているが、極寒地のロシア人には人気
があるということである。また、VIP層対象の海外
ツアーには、高品質なサービス、多様なツアール
ート、個別ガイド通訳の同行、異国情緒あふれる
観光などを好んでおり、VIP層専用の旅行会社が誕
生している。他方、１８歳～３５歳以下対象のアンケ
ート調査（「アフィシャ」誌のインターネット・サ
イトによる“休暇の過ごし方”に関する調査）に
よると、�直ぐ行ければどこでも良い、�友達と
車で行く、�一人でヒッチハイクする�� など旅
行中何かにしばられることを嫌う無計画な新しい
旅客者も誕生している。
Ｂ ロシア沿海地方の動き
沿海地方政府の調べによると、２００１年における

沿海地方の海外旅行者数は、４４万４，５７６人（前年比
７４．８％増）、行先別では、中国、日本、韓国、タイ、
北朝鮮である。中でも、中国への旅行者が最も多
く、海外旅行者総数の９７．４％を占めている（表１０）。
２００２年には、SARSの影響もあり、中国への旅行

者数が減少、日本、タイへの旅行者が増加した。
ちなみに、沿海地方への入国者数は１７万３，０００人

（前年比６．４％増）、国別では中国（１５万４，５８５人）、
日本（７，２２４人）、韓国（２，９２８人）、アメリカ、カナ
ダ、オーストラリア、北朝鮮などであり、近年、
アメリカからの旅客者の増加が目立つ。

�２ 訪日客の動き
Ａ 概況
「日本の国際観光統計」（２００２年版）によると、

２００２年の訪日ロシア人数は３万７，９６３人（前年比
９．２％増）であり（表１１）、経済危機以降、逐年増
加傾向にある（１９９９年比５１．１％増）。

目的別に見ると、観光が１万５，１４６人（構成比
３９．９％）、商用が１万１８１人（同２６．８％）、その他
９，３５５人（同２４．６％）、一時上陸客が３，２８１人（同
８．６％）である。いずれの訪日客数も増加傾向にあ
るが、特に一時上陸客数の延び率が高いのが特徴
である。反面、平均滞在日数が逐年伸びており（１９９８
年１６．９日→２００２年２２．５日）、近年、ロシア人の生活
水準の高まりを背景に、訪日旅行の多様化の兆し
が窺われる。
Ｂ 日本の大手旅行会社の訪日ロシア人旅行者
に対する感想

日本の大手旅行会社のロシア担当者が訪日旅行
者の特徴的行動について、以下のように述べた。
�訪日旅行者の行動は東京、日光、箱根、京都な
どオーソドックスな行程が主体である、�最近、
立寄り観光（トランジットビザを利用）として、
東京、箱根など１泊２日コースも増加、�日本の
伝統美に関心が強い、�富裕層の増加に伴い買物
単価が上昇傾向（平均１人／１０万円支出）、�宿泊
施設にサウナの存在�� などをあげた。また、旅
行を取扱う場合の問題点として、�観光ビザ取得
に関係する費用および時間、�ビザの身元保証に
伴う責任問題、�ロシア語ガイド人材不足�� な
どを指摘した。今後の課題として、２００３年６月、
東京で開催された“世界ガス会議”（ガスプロム主
催）には３００名の来日があり、会議後の観光効果が
大きかった。したがって、観光のみにターゲット

図３ ロシアにおける人気旅行先

注：２００２年夏シーズンの数字。当該の旅行先を選好するロシア
のツアー・オペレーターの割合を示す。

資料：『ロシア観光業の概況とトレンド』ロシア東欧貿易調査
月報 ２００３／１０

表１０ ロシア沿海地方から海外への旅行者数
（人）

資料：ロシア沿海地方政府資料から

表１１ 訪日ロシア人数の推移
（人、％）

資料：「日本の国際観光統計」２００２年

年
国別 １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１

中 国 １７４，９３１１８８，４７０１９８，０００１３８，０００２０９，３００２４８，３６３４３３，０６４

日 本 ２，９４９ ３，０７７ ４，５００ ５，２００ １，４００ ２，１４３ ３，３４１

韓 国 ９，７８６ １０，３５９ ４，２００ ７，６００ ８，１００ ５，７４０ ６，９９１

北朝鮮 １６４ １００ ５００ １７０ ６９

アメリカ ２９８ １ ２，５００ １，２００ ５６０ １１０

オーストラリア ２４ １７ ２０ １５

タ イ １，０１１

その他 １００

合 計 １８８，１５２２０１，９２４２０９，３２０１５２，５１５２１９，３６０２５６，５２６４４４，５７６

年 １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２

人 数 ２９，７２２ ２５，１２６ ３０，０００ ３４，７７１ ３７，９６３

伸び率 ４．８ △１５．５ １９．４ １５．９ ９．２

－ ９ －－ ９ －
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をしぼることなく、コンベンション事業等の誘致
にも傾注したいと強調した。
Ｃ 北陸地域への訪日客
「日本の国際観光統計」（２００２年版）によると、

２００２年、北陸地域への来客数は２，９８６人で、１９９９年
に比べると３倍増である。中でも、海港（特に、
伏木富山港）からの入国者数が全体の３６．９％を占
め、全国トップであるのが特徴である。

伏木富山港へのロシア客船の来航について、簡
単にまとめると、�旧ソ連時代には金沢港を主体
に、ロシアからのクルーザーが多く寄港したが、
旧ソ連崩壊を契機に来航は途絶えた、�平成４年、
ナホトカ港～伏木富山港間の不定期航路開設、そ
の後、伏木海陸運送�とFESCO間で定期船就航
（ウラジオストク港～伏木富山港間）に関する契
約締結、�定期船就航後、逐年乗船客数は増加傾
向にあり、２００２年には、乗船客数１，９３３人（前年比
２５．２％増）、�乗船客の目的は中古車買付けが中心
であったが、最近、モスクワからの乗船客が増加
したこともあり日本の観光地（京都、ディズニー
など）および地元ではルネス金沢（サウナ付のレ
ジャーセンター）、百円ショップなどに人気を集め
ているようである。

おわりに
�１ 今後の国際観光
世界観光機関WTOによると、全世界の国際観光

客到着数は、２００１年の６億９，２５８万人が、２０１０年に
は約１０億人、２０２０年には約１６億人になると予測して
いる。

世界旅行産業会議（WTTC）は、世界経済に対
する観光産業の貢献度について、２００３年における
世界全体の観光産業の規模（関連産業、関連投資、
税収など）は、全世界のGDPの１０％を占めるとと
もに、全観光産業の就業人口は全世界の雇用者総
数の８％になると推計している。また、経済的観
点から見ると、一国にとって国際観光収入は輸出
額、国際観光支出は輸入額とみなし、「見えざる
貿易」ということが出来よう。例えば、国際観光
収入と国際旅客運賃収入の合計は、世界のモノと
サービスの輸出額の約８％を占め、全輸出商品の
トップの座を確保している。

また、WTOは、北東アジア地域では２０２０年に欧
州、北アメリカの各観光交流圏に次ぐ大きな観光
交流圏を形成する可能性があると予測している。

本稿では、北東アジア地域を構成する中国、韓
国、ロシア（特に、極東地域）の観光流動�� 訪
日旅行者の特徴を中心に�� を簡単にまとめた。
特徴的な動きを大別すると、�４カ国間での海外
旅行者総数は約１，１００万人と推測されるが、その総
数の約７５％は、日韓で占められている、�国別に
見ると、観光流動の理想である「双方型」の人的

交流よりも、むしろ「一方通行型」の人的交流が
主体である（韓国はほぼ「双方向型」に近いが、
日本、ロシアはアウトバウンドがインバウンドを
大きく上回り、中国はその逆である）。このことは、
対象国それぞれが置かれている地理的条件や、政
治・経済的、社会的要因の変動性、後進性に依る
ところが大きく、現状では理想的な観光交流圏へ
の形成途上にあることを裏づけていると言えよう。
�２ 日本、および北陸地域としての課題
Ａ “ビジット・ジャパン・キャンペーン”の始動
日本の国際観光を見ると、海外旅行者は（アウ

トバウンド）年１，６００万人を超えたのに対し、訪日
外国人旅行者（インバウンド）は５００万人で、完全
な“いびつ型”の観光流動となっている。２００３年
２月、小泉首相は施政演説の中で、海外からの旅
行者の増大（２０１０年には１，０００万人の訪日外国人誘
致計画）と、それを通じた地域の活性化を図ると
の方針を示した。本方針の下、目下、官民一体と
なったプロジェクト“ビジット・ジャパン・キャ
ンペーン”が動き出した。今後、中央と地方の連
携による具体的な、地方独自の誘致活動が展開さ
れることになろう。
Ｂ 当面の課題
本稿の市場調査等から、今後、日、韓、中、露

間の観光流動は、�永年継続的に開かれてきた日
中観光振興協議、日韓観光振興協議会および日ロ
極東観光協力促進会議（２００２年７月設立）を通し
て、各国・地域の観光事情に即した共同事業の展
開などによる交流の拡大策が検討されることにな
ろう、�各国共通課題としては、双方向の観光流
動を目指し、ビザなし渡航の実現、入国手続きの
簡素化、ハード・ソフト面に亘る観光基盤の整備・
充実を図ること�� などが求められよう。

特に、日本および北陸地域は、訪日外国人旅行
者に対する受け皿づくりとして、�国情に即した
キメ細かな情報（PRを含め）の提供、�ユニーク
な観光商品の開発、�広域観光ルートの開発と国
情に合ったモデルルートの策定、�ソフト・ハー
ド両面に亘る観光インフラの整備・充実�� など
の対応があげられよう。要は、観光は“トータル
産業”と言われているように、地域全体が訪日外
国人を暖かくもてなす気持ちを持つことが最も肝
要である。とともに、観光流動の片翼であるアウ
トバウンドの健全なる伸びに対しても継続的に努
力することが望まれる。
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